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論文審査の結果の要旨 

レミマゾラムは超短時間作用型ベンゾジアゼピン系静脈麻酔薬である。i-gel

は全身麻酔時の気道確保に使用される声門上器具である。これまで i-gel 挿入に

必要なレミマゾラムの予測効果部位濃度については報告がない。そこで、申請

者は少量のフェンタニルを併用下で、50%および 95%の確率で i-gel の挿入が可

能になるレミマゾラムの予測効果部位濃度（EC50、EC95）をプロビット分析を用

いて検討した。本研究は、浜松医科大学臨床研究審査委員会の承認を受け（承

認番号 : C019-2021）、臨床研究等提出・公開システム（ jRCT）に登録した

（jRCTs041210009）。 

対象は、予定待機手術を受ける i-gel 挿入を予定した米国麻酔学会による術前

全身状態評価の 1 もしくは 2 の 20 歳から 45 歳までの患者とした。レミマゾラ

ムの投与方法は、薬物動態シミュレーションを用いて効果部位濃度が i-gel 挿入

時にほぼ一定になるよう 5通りを設定した。A群は 0.1 mg/kgをボーラス投与し

1 mg/kg/h を 10分間持続投与した。B群は 0.15 mg/kg + 1.5 mg/kg/h、C 群は 0.2 

mg/kg + 2 mg/kg/h、D 群は 0.25 mg/kg + 2.5 mg/kg/h、E群は 0.3 mg/kg + 3 mg/kg/h

とし、無作為化二重盲検並行群間比較試験で実施した。レミマゾラム投与開始

から 10分後に i-gel の挿入を行い、挿入時の患者の反応（咳、緊張、四肢の体動、

開口・顎の弛緩状態、喉頭痙攣、バッキング）により挿入成功と不成功を判定

した。主要評価項目は EC50、副次評価項目は EC95 及び全身麻酔開始前と i-gel

挿入施行前後における血圧・心拍数・bispectral index 値の変化とした。EC50（95%

信頼区間）、EC95（95%信頼区間）はそれぞれ 0.88（0.65-1.11）、1.57（1.09-2.05） 

µg/ml であった。また、レミマゾラムによる血行動態への影響は比較的安定して

いた。 

審査委員会では、少量のフェンタニルを併用し i-gel 挿入が可能となるレミマ

ゾラムの予測効果部位濃度を見出した点を評価した。以上により、本論文は博

士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評価した。 
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